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© 記号 : i =
√−1 ∈ Cで虚数単位を表す.

1 以下の写像 f : A −→ Bが単射であるかどうか, また, 全射であるかどうか, 理由を

つけて答えよ.

(1) A = B = {0, 1, 2, 3, 4, 5}, n ∈ Aに対して, f(n)は 2nを 6で割ったときの余り,

即ち, 2n = 6m + r (m, rは整数, 0 ≤ r ≤ 5)としたとき, f(n) = r.

(2) A = {a + bi ∈ C ; a > 0}, B = C \ {a ∈ R ; a ≤ 0}, f(z) = z2 (z = a + bi ∈ A).

2 以下の写像 f : V −→ W がR上の線型写像であるかどうか, 理由をつけて答えよ.

(1) V = W = R, f(x) = x3.

(2) V = W = R
2とし, R

2内の直線 l : 2x1 + 3x2 − 2 = 0について, x ∈ V = R
2に

対して, lに関して対称な点 y ∈ W = R2を対応させる写像 f : V −→ W .

(3) V = W = R2とし, R2内の 2本の直線 l1 : x1 − x2 + 1 = 0, l2 : x1 − x2 + 2 = 0

について, x ∈ R2に対して, l1, l2に関して対称な点 y(1), y(2) ∈ R2を対応させる写像

をそれぞれ f1, f2 : R2 −→ R2とするとき, 合成写像 f = f1 ◦ f2 ◦ f1 : V −→ W .

3 X, Y を集合, f : X −→ Y を写像とし, S ⊂ Y を Y の部分集合とする. このとき, S

の f による逆像 f−1(S) ⊂ Xとは, f(x)が Sの元であるXの元 x ∈ Xすべてからな

るXの部分集合である.

f−1(S) = {x ∈ X ; f(x) ∈ S} ⊂ X.

この定義に基づいて, 以下の集合X, Y, f, Sについて, f−1(S) ⊂ Xを具体的に求めよ.

(1) X = [−2, 3], Y = R, f(x) = x2 + 2x (x ∈ X), S = [−2, 3].

(2) X = [0, 3π], Y = R, f(x) = cosx (x ∈ X), A =
[
0,

π

2

]
としたとき, S =

f(A) = {f(x) = cosx ∈ R ; x ∈ A}.


